
自然災害等による不可抗力が発生した場合の対応方針について

1．自然災害等による不可抗力により試験を中止する場合について
　全国又は一部試験地及び試験会場において、自然災害等による不可抗力により試験実施が困難な場合には、
試験を中止する場合があります。
　その場合は原則として、再試験は実施しません。
なお、本財団は、中止にともなう受検者の不便、費用、その他の個人的損害については何ら責任を負いません
（ただし、受検手数料については返還します）。

2．試験実施に関する情報提供
　自然災害等が発生した場合における試験実施に関する情報は、本財団ホームページで事前にお知らせする
予定です。
　自然災害等の不可抗力による試験中止については、原則※として、本財団ホームページに掲載します。また、
試験開始時間の繰下げ措置についても上記と同様にお知らせいたします。
　　（※）�　試験前日又は当日に、試験中止の判断をする場合があります。また、事前に中止の可能性が高い場

合には、その旨をお知らせしますので、その後の最新情報を確認してください。

技術検定のよくある質問

申し込みする際は、締め切り必着ですか？それとも消印有効ですか？

締切日の消印有効です。

住民票及び住民票コードは、両方必要ですか？

住民票を添付するか、住民票コード（11桁の数字）を記入するか、いずれかを選択してください。なお、外
国籍の方は、国籍が記載されている住民票の提出が必要です。

住民票、卒業証明書、写真は、古いものでも良いですか？

・ 住民票は、記載事項に変更がなければ古くても結構です。ただしコピーは不可です。
・ 卒業証明書は、古いものでも結構です。ただしコピーは不可です。
・ 写真は、撮影後６ヶ月以内のパスポート用証明写真を用意してください。

卒業後、婚姻などによって姓が変更となったが、卒業証明書には旧姓が記載されています。

卒業証明書とともに、戸籍抄本もご提出ください。

受検申請書の記入に際して、誤った事項を記入してしまいました。訂正方法はどうすればいいですか？

「１級技術検定実務経験証明書（ 票）」の訂正は、訂正箇所を二重線で抹消し、上下の余白に訂正事項を
記入し、証明者の訂正印を押印してください。
その他の箇所は、修正液等できれいに訂正してください。

「指導監督的実務経験」とは、具体的にどんな場合ですか？

指導監督的実務経験とは、現場代理人、主任技術者、工事主任、設計監理者、施工監督などの立場で、部下・
下請等に対して工事の技術面を総合的に指導監督した経験をいいます。また、発注者側の現場監督技術者
等として総合的に指導・監督した経験も含みます。
１年以上の指導監督的実務経験がない場合は、１級は受検できません。
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